公私立中学校・高等学校教員相互派遣交流研修実施要項
１　目　　的
大阪の公私立学校は、これまで個々の生徒に応じた教育を行い、公教育としての社会的使命をそれぞれに果たしてきたが、さらに、教育ニーズが多様化する中、大阪の中等教育に対して、時代の要請に適切に対応した教育を展開することが求められている。

このような状況のもと、公私立学校それぞれの教員が、組織体制や学校経営、人材育成等について幅広く研修することを通して、教員としての視野を広げ、その資質の向上を図るとともに、公私立学校それぞれの特徴を活かした教育の展開に資することを目的として、公私立学校教員を相互に派遣し、交流研修を実施する。
２　受講資格及び条件
(1) 府内市町村立中学校及び義務教育学校（後期課程）教諭（政令市・豊能地区（豊中市・池田市・箕面市・豊能町・能勢町）を除く。）並びに府立中学校及び高等学校教諭（水都国際中学校・高等学校を除く。）で原則として教職経験年数が４年以上の者。
(2) 本研修の終了予定日の属する年度の末日において、満58歳以下である者。
(3) 所属学校長が次の基準により推薦する者
① 研修課題を持ち積極的な研修意欲を有する者
② 勤務成績が良好であり、かつ健康で派遣先での生活や集団行動に適応できる者
３　交流校種

交流は同一校種間で行う。なお、中等教育学校との交流についてもこれに準ずる。

４　派遣期間
募集の翌年度の４月１日から３月31日までの１年間とする。
５　派遣人員

若干名

６　派遣先

大阪府教育庁及び当該私立学校法人が協議の上、決定する。

７　研修内容

研修内容については、派遣先における通常の教育活動に従事することのほか、大阪府教育庁および当該私立学校法人が必要と判断される事項とする。
８　経費負担
派遣教員の給与その他の給付に係る経費及び主たる研修場所への通勤に要する経費は、原則として公立中学校(政令市・豊能地区を除く)及び府立高等学校からの派遣者については大阪府教育庁が、私立学校からの派遣者については派遣者が所属する私立学校法人が負担する。
９　提出書類
1 公私立中学校・高等学校教員相互派遣交流研修志願者の推薦について(別紙様式1-1または1-2)
2 公私立中学校・高等学校教員相互派遣交流研修受講願(別紙様式2-1または2-2)
3 論文(テーマ・様式・提出期限については別途定める)
10　選　　考
(1) 一次選考　　提出書類①及び②により選考

(2) 二次選考　　提出書類③及び面接により選考・決定
附　則

この要項は、平成26年１月29日から施行する。
この要項は、平成26年９月３日から施行する。
この要項は、平成26年９月26日から施行する。
この要項は、平成28年９月１日より施行する。

この要項は、平成29年９月１日より施行する。
この要項は、令和元年９月18日から施行する。
この要項は、令和４年９月５日から施行する。
この要綱は、令和５年９月４日から施行する。

